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Report of Ocypode stimpsoni Ortmann (DECAPODA) found in Ishikari coast
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図 1．観察場所「（☆）」

　北海道におけるスナガニ（Ocypode stimpsoni 
Ortmann），スナガニ属の１種（Ocypode sp.）の
分布の記録は，これまで函館，室蘭，有珠など道南，
道央南部に限られていたが ( 五嶋，2017；佐々木，
2016；駒井ほか，1992)，2023 年 10 月 15 日に，
小樽市銭函 4 丁目の砂浜 ( 通称オタネ浜 ) を散策
中に発見したカニを採取して観察したところ，左
右のはさみの大きさに若干の差異が見られるこ
と，はさみ脚の掌部の内面に顆粒列が認められた
ことから，スナガニであることが判明した．分布
が北上している可能性を示唆しており，石狩海岸
における記録もこれまで見当たらないため，ここ
に報告する．

　石狩海岸の中でも新川河口右岸側の砂浜の波打
ち際 ( 北緯 43 度 10 分 8.44 秒，東経 141 度 13
分 57.28 秒付近，図１) で，晴天の波の穏やかな
気象条件で，甲幅が１㎝程度の複数個体が観察さ
れた（図２～４）．

　甲幅は８ｍｍ，右側のはさみ脚が少し大きい（図
５・６）．各種図鑑 ( 武田，1982；三宅，1983；
西村編，1995) に従い検索し，蘭越町貝の館（当
時）の山崎友資学芸員の協力で顕微鏡観察により，
はさみ脚の掌部の内面に顆粒列が認められた（図
７）．
　図鑑に掲載されるスナガニの甲幅は約 3㎝ ( 駒
井，2005)2.5 ㎝ ( 武 田，1982)，22mm( 三 宅，
1983) などとなっており，今回観察された個体は
これらの記載より小さいため，稚ガニであると考
えられた．

石狩海岸で発見したスナガニに関する報告
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図１．観察場所（☆）．
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図４．個体が観察された汀の陸側から遠方

図３．個体が観察された汀の様子

図２．観察個体のうちの 1個体

図７．採集個体のはさみ脚の掌部内面の顆粒
列 ( 矢印部 )
蘭越町貝の館 ( 当時 ) 山崎友資氏撮影

図５．採集個体の背面　

図６．採集個体の腹面
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　近年の海面水温の上昇は日本海北東部でも生じ
ており ( 気象庁，web)，石狩海岸の漂着物に関す
る記録でも暖流系漂着物が増えるなどの傾向がみ
られ，海水温の変化との関係が指摘されている（志
賀・伊藤，2008；志賀・石橋，2013）．今回ス
ナガニの稚ガニが観察されたことは，生息海域か
らの海流に乗って幼生が石狩海岸沿岸に浮遊して
きたことと，石狩海岸沿岸の海水温度が，幼生が
着底し稚ガニに成長するのに可能な温度であった
ことを示唆している．　　
　今回観察された他の個体も，甲幅８mm の個
体と近いサイズ，つまり稚ガニサイズの個体ば
かりであったことから，当地での繁殖の有無に
ついては不明なままである．また，スナガニ
に特徴的な巣穴についても確認できていない． 
　今後は，当地で越冬しているか，繁殖している
かなどを確かめる必要がある．また同様の環境が
広がる全長 25㎞に及ぶ石狩海岸の他のエリアで
も確認できないか，など調査を重ねる必要がある．

本報告において，種の同定にご協力いただき，
スナガニの特徴についてご教示いただいた蘭越町貝の
館（当時）の山崎友資学芸員に深くお礼申し上げます．
また，いしかり砂丘の風資料館の志賀健司学芸員には，
標本の管理，観察，執筆に関わるご助言，お力をいた
だき，深く感謝申し上げます．今回の報告につながっ
たカニの第一発見者である海岸散策の同伴者，内藤大
輔氏にも感謝申し上げます．
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